
 

 

第３号様式（第７条関係） 

設計図書等に関する回答書 

 

令和６年１０月２日 

 

 

 

         二本松市長 三保 恵一 

（公 印 省 略） 

  

 下記のとおり回答いたします。 

記 

１ 工事（業務）番号  ６土木第２８号 

２ 工事（業務）名   道路メンテナンス事業  

観音丘陵サイクリング線（南橋）橋梁補修工事  

３ 質問事項及び回答事項 

質問事項 回答事項 

①表面含浸工(下地処理、含浸材布ともに)にお

いて、４週８休の補正がされているのでしょ

うか、補正されている場合、補正係数及び単価

の端数処理について開示願います。 

 

②表面含浸工(下地処理、含浸材塗布ともに)に

ついて、『土木コスト情報』と『土木施工単価』

の平均ではなく「土木コスト情報』のみからの

採用でしょうか。また単価を採用する際に端

数処理をしているのか、端数処理している場

合にはどのように処理しているのかご教示下

さい。 

 

③吊足場(施工第 0-0009 号表)・朝顔(施工第 0-

0010 号表)・板張防護工(施工第 0- 0011 号表)・

シート張防護工(施工第 0-0012 号表)・床面

シート張防護工(施工第 0-0013 号表)におい

て、補正係数は記述されている計算式をその

まま採用している (端数処理をしない )ので

しょうか、或いは端数処理(例えば小数点第３

 二本松市発注工事における「週休２日確保モ

デル工事」試行要領（土木工事編）により、表

面含浸工は週休２日の補正対象となっていない

ことから補正は行っていません。 

 

 土木コスト情報（２０２４年７月 夏）の単

価を採用しています。 

 また、単価の端数処理はしていません。 

 

 

 

 

 

 補正係数は記述されている計算式をそのまま

採用していますが、端数処理は、少数第３位止

（少数第４位を四捨五入）にしています。 



 

 

位未満は切り捨てなど)した係数を採用して

いるのでしょうか、ご教示下さい。 

 

 

 

事務取扱／総務部 財政課 契約係  

℡ 0243-55-5082（直通） 


